
第一印象として、我々独立社外取締役に対して経営に関

する情報開示をしっかり行い、かつ意見を真摯に受け止め

てくれると感じました。例えば事前説明では、明確な資料

を提供し、質問にも丁寧な回答をしてくれます。また取締役

会以外にも重要なテーマごとに説明の場があり、新任の社

外取締役でもしっかりとビジネスを理解し、実力を発揮で

きる環境が整っていると感じています。

また、当社の取締役会では、社外取締役と社内取締役と

の間で活発な議論が交わされています。「個別のプロジェク

トの審議」はもちろんのこと、「ストラテジーに関する議論」

にも重点が置かれていて、経営の方向性やブランド戦略、

持続可能なビジネスモデルなどについての議論や評価を行

います。これは社外取締役の重要な役割の一つで、最も能

力を発揮できるところです。実際に、社外取締役の意見が

尊重され、経営に取り入れられていると感じております。今

後もそうした運営を継続していただければと思います。

また、個別のプロジェクトの審議では、メリットだけでな

く、考えられるすべてのリスクについてもしっかりと分析し

たうえで提示されるので、議論が効率的に進められている

と思っています。また、経営陣は積極的な経営をする一方、

コンプライアンスを重視しており、社外取締役として確固な

土台を感じます。

取締役に就任され、三井不動産の取締役会の印象をお聞かせください。Q1.

取締役（社外・独立）
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社外取締役に聞く
三井不動産

特集  3当社では、劇的に変化する社会のニーズに対応して、新た

な価値創造を実現するために、「働き方改革」を基軸として、

多様な価値観・才能・ライフスタイルを持った人材が、それ

ぞれの持てる力を最大限に発揮するための組織づくりを進

めています。また、すべての部門で業務の効率化を進め、業

務配分の適正化や従業員の労働時間削減を図ることによっ

て、ワークライフバランスの適正化を推進しています。適正

なワークライフバランスは、従業員のプライベートを充実さ

せ、自己研鑽の促進や育児・介護と仕事の両立に大きな効

果をもたらすと考えており、ひいては多様な従業員が個々の

能力を最大限発揮できる職場環境が形成され、より高い価

値の創造と当社グループの持続的成長につながるものと捉

えています。

ワークライフバランスの支援にかかる取り組み
働き方改革の推進

当社は、会社の競争力を強化し続け、持続的な成長を果

たしていくためには、社員一人ひとりの健康と安全が重要な

経営課題と捉えており、健康経営宣言を制定し、方針を明確

にするとともに、社員がそれぞれのライフスタイルに応じ、

活き活きと働くことのできる職場環境を整備することを目

指し、社員の健康保持・増進に積極的に取り組んでいます。

具体的には、人事部員による全社員への個別面談や社

員・その配偶者への人間ドック等の受診費用補助、健康イベ

ントの実施等、人事管掌取締役を責任者に据え、専門組織

「健康管理センター」を設置し、健康保険組合との協議も交

えながら、健康課題に対する各施策の立案、効果検証など、

各種取り組みを積極的に進めています。

また当社は、健康経営に関する各種取り組みが評価さ

れ、健康経営に優れた企業として、経済産業省と日本健康

会議が共同で認定する「健康経営優

良法人（大規模法人部門、ホワイト

500）」の認定を５年連続で取得して

います。

健康経営の推進

働き方改革にかかる取り組み
●トップメッセージの継続発信による意識醸成
●社内広報誌・メルマガを活用した啓発およびノウハウ
の共有
●年次有給休暇の連続取得を推奨するとともに、年間
の取得目標の設定（半期7日、年間14日）
●組織長に対し、健康と安全に関する研修を実施
●「効率性」を人事考課にかかる要素の一つとして評価

●働き方企画推進室による各部門取り組みへのサポート
●部門ごとにカスタマイズされた働き方の確立、業務
効率化推進

●IT活用による生産性向上の支援

●シェアオフィス「WORK STYLING」の活用
●在宅勤務制度の導入
●PC稼働時間を記録できるほか、使用制御システムも
活用

●半日単位で取得できる有給休暇の整備

意識改革

組織単位での
業務改革

インフラ整備

健康経営宣言
1.当社の「進取の精神」や「柔軟で強靭なチャレンジス
ピリット」にもとづく一人ひとりの新たな価値創造を
社員の健康管理の側面から支え、会社の持続的な成
長へとつなげます。
2.社員の心身の健康づくりのために積極的に投資を行
い、多様な人材が活き活きと働くことのできる職場づ
くりを推進します。
3.街づくりを通じて、地域・社会における人々の健康保
持・増進に取り組むとともに、社会が直面する幅広い
課題の解決へとつなげ、健康で豊かな未来の実現に
貢献します。

健康促進イベント「＆Well Festa」 健康経営支援
サービス「&well」
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私は英国、フランス、スイスで金融のプロフェッショナル

として職務を遂行し、ポーランドでは国営企業の民営化

ファンドのチーフ・インベストメント・オフィサーとしてマネ

ジメントの経験も積みました。また、投資先のポーランドの

数社の社外取締役もしておりました。当社も大きな投資を

伴う不動産という事業をグローバルに展開していますの

で、私がこれまでに培ってきた国際的な知見や、国際機関

や金融業界での経験を踏まえて、さまざまな助言や提案が

できると考えています。女性の視点や生活者としての視点、

欧州でのビジネスや異文化経験から、異なる視点から発言

し、取締役会の多様性にも寄与できると思います。

さらに京都大学では、グローバルに活躍できるリーダー

の育成に取り組んできました。加えて、グローバル化を推進

する企業の幹部に対してのリーダーシップ研修も行ってい

るので、当社でのグローバル人材や女性の力を引き出せる

ように女性のリーダー育成にも貢献していきたいと考えて

います。

当社は2050年度までに温室効果ガス排出量をネットゼ

ロとすることを目標にするなど、国内企業でも先進的な取

り組みをしています。これは自社の努力だけでは達成でき

ない問題であり、川上の建設会社や川下の顧客を巻き込ま

なければならないので、大変勇気のいる決断だと思いま

す。オフィスビル等の省エネ・創エネの努力だけでなく、メ

ガソーラー設置などによって、事業で使用する電力を

100%再生可能エネルギーで賄うことを目指す「RE100」

への加盟や「TCFD(気候関連財務情報開示タスクフォー

ス)」への賛同・情報開示、温室効果ガス排出量をスコープ

３まで算定し、SBT(Science Based Targets)イニシアチ

ブ認定を取得するなど積極的に取り組みをしています。

このようなアプローチからは、規制があるからやるので

はなく、人類の将来のために地球温暖化を抑制して、社会

的な責任を果たしていくという強い想いを感じますし、私

個人としても、当社のような大企業が持続可能な脱炭素社

会の形成に真摯に向き合っていることは非常に心強いと

思っています。例えば、北海道の持続可能な“終わらない

森づくり”や、高層の木造オフィスビルなども、当社のノウ

ハウを活かした素晴らしい取り組みだと感じていますの

で、今後さらに発展させていただきたいと思います。

環境への取り組みは、街づくりと同様に、長期的な視点

が必要になります。しっかりとした目標を立てて、無駄なく

投資を行い、皆が安心して暮らせる社会をつくっていくこ

とは当社に課せられた社会的使命だと思います。今後も、

社内取締役・社外取締役が一体となって、グループ全体の

脱炭素に向けた取り組みを推進していければと考えてい

ます。

当社は、長期経営方針「VISION 2025」において、海外事

業利益を30%程度に拡大するという将来見通しを掲げてい

ます。昨今の事業環境として、海外と比較すると国内の成長

率は低く、人口も減少傾向など国内競争も厳しい状況があ

りますので、国外の事業機会を積極的に取り込んでいくこと

は、持続的な成長のために必要な戦略だと捉えています。と

くに、当社が得意とするミクストユースの街づくりは、海外に

おいてはユニークな開発手法であり、ロンドンの「テレビ

ジョンセンター再開発計画」などの成功を足がかりとして、

さらに拡大していける可能性があると考えています。「柏の

葉スマートシティ」のような街づくりもグローバルに展開で

きると思いますので、選び抜かれた現地パートナーと協働し

ながら、人と地球に優しく、すべての人が安心して暮らせる

街づくりを発展させていただければと期待しています。当社

は国内ではリーディングカンパニーですが、不動産業はロー

カルな知識、ノウハウが必要なので、信用できるパートナー

を選ぶことは大切だと思います。

ダイバーシティの一つのテーマである女性の活躍推進の

ためには、機会の平等はもちろんのこと、女性が自信を持

つことが必要です。そしてロールモデルも少ないですし、上

司のサポートも必要です。成長を阻む壁や天井を取り払う

ことを推進するトップマネジメントの存在が、ジェンダーに

関わりなく活躍できる組織を実現する鍵になると考えてい

ます。当社は、女性活躍を推進するためアンコンシャスバ

イアス（無意識の偏見）を取り除く研修などに取り組むな

ど、会社として女性活躍に力を入れていることは非常に素

晴らしいと思います。ただ人が育つのには時間がかかりま

す。ですので当社も中途採用を積極化してきています。当

社は同質性の高い組織でそれが強さでもありますが、価値

観の多様化が進むことによりさらに発展すると思います。

これからの変化に期待しています。

効率性を軸にした働き方改革と女性活躍推進はリンクし

ていることを念頭に置く必要があると思います。例えば、重

要な意思決定を行う会議は17時以降にせず日中に行うな

ど、工夫をすることができます。人事評価においては、効率

性の観点を入れており、働く時間の長さではなく効率性を

重視しています。このように一つひとつ積み上げることに

よって大きな変化をもたらすことも大切だと考えています。

プロフィール

日本の高校を卒業後、アメリカのハーバード大学で学士、

フランスの INSEADでMBAを取得。以降、マッキンゼー・

アンド・カンパニーのパリ支社をはじめとする欧州の複数の

企業において、経営コンサルタントやファンドマネージャー

として従事。その後、金融分野の専門家として、国際決済

銀行（BIS）や経済協力開発機構（OECD）などの国際機

関を経て、2012 年に帰国してから京都大学教授に就任、

2021 年 4月から京都大学名誉教授・京都大学大学院総合

生存学館ソーシャルイノベーションセンター特任教授を務め

る。2021年 6月から、当社の社外取締役に就任。

これまでのキャリアを活かして、
どのような視点で経営に参画したいとお考えですか？

Q2. 当社の脱炭素への取り組みへの期待をお聞かせください。Q5.

当社のグローバル戦略について、どのようにお考えですか？Q3.

当社のダイバーシティへの取り組みに対するご意見をお聞かせください。Q4.
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